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UHEIgG (VU v BEFEEAEK, pH 7.4, 150mM NaCl. 0.02%FEUFFRI N, 50%% U+
O—L&8) , FHEREFEE+4°C, REMRFEE-20°CTIHRIFEL TS, RERMEY 1 7 LILE
[FTLEE,

TI4ZT 1 —FER

WB 1:500-1:2000,IHC 1:500-1:2000,ICC/IF 1:20-1:50,FC 1:200-1:1000,IP 1:20-1:50

52kDa

PDCD4

Death up-regulated gene protein; Dug; H731; Ma3; Neoplastic transformation inhibitor;
Nuclear antigen H731; Pdcd4; Programmed cell death protein 4; Tis;
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	応用
	抗原情報
	背景
	PDCD4（プログラム細胞死タンパク質4）は、腫瘍性形質転換の抑制因子として同定されました。真核生物の開始因子であるeIF4AIおよびeIF4AIIと相互作用します。PDCD4は細胞質内でeIF4Aと共局在し、ATP依存性RNAヘリカーゼとしてeIF4Aの活性を阻害します。翻訳開始およびキャップ依存性翻訳を阻害します。EIF4A1とEIF4Gの相互作用を阻害することで機能を発揮する可能性があります。EIF4Aのヘリカーゼ活性を阻害します。JUNキナーゼの活性化を調整します。MAP4K1の発現をダウンレギュレーションすることで、浸潤を促進する上で重要なイベント、すなわちMAPK85の活性化とそれに伴うJUN依存性転写を阻害します。アポトーシスにおいて役割を果たす可能性があります。腫瘍抑制因子です。腫瘍プロモーター誘導性の腫瘍性形質転換を阻害します。RNAに結合します（類似性による）。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HeLa 細胞溶解物中の PDCD4 発現のウェスタン ブロット分析。

